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一土師質亀甲形陶棺と円筒棺一

あこだおうけつぼ ぐん

赤田横穴墓群9号 墓(西 大寺赤田町一丁目)

赤 田横 穴墓群 は、6世 紀 の後半 か ら7世 紀 の中頃

にかけて作 られ た横 穴墓群 です。陶棺 とよばれ る素

焼 きの棺 に遺体 を納 めて埋葬 した横 穴墓 が多 い こと

が特徴 の一つです。

これ までに1～9号 墓の発掘調 査 を行 ってお り、

9号 墓 は出土 した土器 か ら7世 紀 中頃に作 られ たこ

とがわか ります。

陶棺 を納 める墓室 は、長 さが5.7m、 幅 が2.5m

あ り、墓室 の中には土師質亀 甲形陶棺1つ と円筒棺

2つ の合 わせて3つ の棺 が納 め られ てい ま した。 陶
しか ん

棺 の 中か らは、金色 の耳環 も出土 しま した。 また、
と ば

副葬 された土器 とともに、奈 良時代の土馬 も見つ

かっています。このことは、奈良時代にも横穴墓の

中に人が立ち入ったことを示 してお り、先祖に対す

る何 らかの儀礼が行われていた可能性も考えられま

す。
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赤田横穴墓群の位置(1/30,000)

棺 は後世 の盗掘 で壊 され てはいま したが、陶棺 は

墓室 のほぼ中央 、円筒棺 は墓室 の西壁 沿い と北壁 に

沿 う位置 で見つ か りま した。

9号 墓 出土の円筒棺 は、奈 良県 内では初 めての例

で、亀 甲形 陶棺 との埋葬 方法や 時期 の違 いを示 して

います。
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9号 墓墓室内の亀甲形陶棺 ・円筒棺出土状態(東 から)



赤 田9号 墓出土の陶棺 と円筒棺

亀 甲形陶棺 は、棺身 と棺蓋 をそれぞれ2分 割 して

焼 き上 げ、再び組み合 わせて使用 してい ます。棺身

は長 さ117cm・ 幅48cm・ 高 さ44cmで 、 円筒形 の脚
つば

が底に8脚 あり、 口の周 りには鍔のような蓋受けが

めぐります。古い陶棺にみ られた突帯の貼 り付けは

み られず、大きさもかなり小 さくなっています。蓋

は片側だけを復原することができました。身 と違っ

て細い突帯を貼 り付けています。また円柱形の突起

が二っ付いてお り、奈良市内から多 く出土する陶棺

にはほとんど例がありません。蓋に突起のある7世
みまさか

紀の陶棺は、岡山県美作地方で多 く出土することが

知 られています。陶棺の二大製作地であった大和北

部 と美作 との間に交流があったことを示 しているよ

うです。

円筒棺 には大小 二つ が あ り、大形 品 は 口径29.5

cm・ 高 さ85.1cm、 小 形 品 は 口径26.6cm・ 高 さ

67.4cmで す。 いずれ も平底 で、 自立す るこ とがで

きます。 口縁部 か ら6～8cm下 に陶棺 と同様 の蓋受

けがめ ぐり、半球形 の蓋が載 る よ うになっています。

蓋 受 けには径0.5cm前 後 の穴が8～20cm間 隔 にあ

いてお り、蓋がはずれ ない よ う紐 で縛 って固定す る

ための紐 穴ではないか と推測 できます。

陶棺 ・円筒棺 ともに、大人の遺体 をそのまま納 め

るには小 さす ぎます が、単純 に子供用 と考 え ること

もできませ ん。7世 紀 中頃の陶棺 はすべ て この よ う

に小型化す る傾 向にあるか らです。遺体 を骨化 させ

た後 、骨 だけを納 め るための再葬用容器 と して使用

され るよ うになった可能性 も考え られ ます。
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9号 墓 出土の陶棺(左)と 円筒棺(右2つ)
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